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【手続補正書】
【提出日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的メモリ管理を実行する方法であって、
　複数の揮発性メモリデバイスのうちの各揮発性メモリデバイスについて低電力状態電流
／電力消費を取得することと、
　前記揮発性メモリデバイスの第１のセットから前記揮発性メモリデバイスの第２のセッ
トにデータをコピーすることと、ここにおいて、揮発性メモリデバイスの前記第２のセッ
トは、揮発性メモリデバイスの前記第１のセットよりも低い低電力状態電流／電力消費を
有する、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第１のセットをパワーダウン状
態に置くことと
　を備える方法。
【請求項２】
　ある期間にわたる非アクティブの後でいつ揮発性メモリデバイスの前記第１のセットを
前記パワーダウン状態に切り替えるかを決定することをさらに備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記低電力状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、前
記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせる
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第２のセットを電力節約状態に
置くことをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記電力節約状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、
前記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせ
る、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記低電力状態電流／電力消費は、漏れ電流／電力消費と、動的電力消費とを含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記メモリデバイス間の温度ばらつきを補償することと、
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々について、それらに対応する温度に基づいて前
記低電力状態電流／電力消費を正規化することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記揮発性メモリデバイスの前記第１のセットと、前記揮発性メモリデバイスの前記第
２のセットとは、同じメモリバスチャネルに結合された、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々の内の各メモリバンクについて低電力状態電流
／電力消費を取得することと、
　メモリデバイスの前記第２のセット中の同じメモリデバイス内でデータをメモリバンク
の第１のセットからメモリバンクの第２のセットにコピーすることと、ここにおいて、メ
モリバンクの前記第２のセットは、メモリバンクの前記第１のセットよりも低い低電力状
態電流／電力消費を有する、
　メモリバンクの前記第１のセットをパワーダウン状態に置くことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数の揮発性メモリデバイスのうちの各揮発性メモリデバイスについて低電力状態電流
／電力消費を取得するための手段と、
　前記揮発性メモリデバイスの第１のセットから前記揮発性メモリデバイスの第２のセッ
トにデータをコピーするための手段と、ここにおいて、揮発性メモリデバイスの前記第２
のセットは、揮発性メモリデバイスの前記第１のセットよりも低い低電力状態電流／電力
消費を有する、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第１のセットをパワーダウン状
態に置くための手段と
　を備える電子デバイス。
【請求項１１】
　ある期間にわたる非アクティブの後でいつ揮発性メモリデバイスの前記第１のセットを
前記パワーダウン状態に切り替えるかを決定するための手段をさらに備える、および／ま
たは
　前記低電力状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、前
記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせる
、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　処理回路は、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第２のセットを電力節約状態に
置くための手段をさらに構成され、好ましくは、
　前記電力節約状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、
前記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせ
る、請求項１０に記載のデバイス。
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【請求項１３】
　前記メモリデバイス間の温度ばらつきを補償するための手段と、
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々について、それらに対応する温度に基づいて前
記低電力状態電流／電力消費を正規化するための手段と
　をさらに備える、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１４】
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々の内の各メモリバンクについて低電力状態電流
／電力消費を取得するための手段と、
　メモリデバイスの前記第２のセット中の同じメモリデバイス内でデータをメモリバンク
の第１のセットからメモリバンクの第２のセットにコピーするための手段と、ここにおい
て、メモリバンクの前記第２のセットは、メモリバンクの前記第１のセットよりも低い低
電力状態電流／電力消費を有する、
　メモリバンクの前記第１のセットをパワーダウン状態に置くための手段と
　をさらに備える、請求項１０に記載のデバイス。
【請求項１５】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、請求項１－１０のいずれかの方
法を実行することを前記少なくとも１つのプロセッサに行わせる、命令が記憶されたプロ
セッサ可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　[0059]本明細書で説明される本発明の様々な特徴は、本発明を逸脱することなく種々の
システム中で実現され得る。前述の実施形態は例にすぎず、本発明を限定するものとして
解釈されるべきではないことに留意されたい。実施形態の説明は、例示的なものとし、特
許請求の範囲を限定するものとはしない。したがって、本教示は、他のタイプの装置にも
容易に適用されることが可能であり、当業者には多くの代替、修正、および変形が明らか
であろう。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　複数の揮発性メモリデバイスと、
　前記複数の揮発性メモリデバイスに結合された処理回路と
　を備える電子デバイスであって、前記処理回路は、
　前記複数の揮発性メモリデバイスのうちの各揮発性メモリデバイスについて低電力状態
電流／電力消費を取得することと、
　前記揮発性メモリデバイスの第１のセットから前記揮発性メモリデバイスの第２のセッ
トにデータをコピーすることと、ここにおいて、揮発性メモリデバイスの前記第２のセッ
トは、揮発性メモリデバイスの前記第１のセットよりも低い低電力状態電流／電力消費を
有する、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第１のセットをパワーダウン状
態に置くことと、によって動的メモリ管理を実行するように構成された、電子デバイス。
［Ｃ２］
　前記処理回路は、
　ある期間にわたる非アクティブの後でいつ揮発性メモリデバイスの前記第１のセットを
前記パワーダウン状態に切り替えるかを決定するようにさらに構成された、Ｃ１に記載の
デバイス。
［Ｃ３］
　前記低電力状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、前
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記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせる
、Ｃ１に記載のデバイス。
［Ｃ４］
　前記処理回路は、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第２のセットを電力節約状態に
置くようにさらに構成された、Ｃ１に記載のデバイス。
［Ｃ５］
　前記電力節約状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、
前記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせ
る、Ｃ４に記載のデバイス。
［Ｃ６］
　前記低電力状態は前記電力節約状態である、Ｃ４に記載のデバイス。
［Ｃ７］
　前記低電力状態電流／電力消費は、漏れ電流／電力消費と、動的電力消費とを含む、Ｃ
１に記載のデバイス。
［Ｃ８］
　前記複数の揮発性メモリデバイスは１つまたは複数のチャネル中で構成され、揮発性メ
モリデバイスの前記第１のセットおよび第２のセットはチャネル単位で決定される、Ｃ１
に記載のデバイス。
［Ｃ９］
　前記データは同じチャネル中のメモリデバイス間でコピーされる、Ｃ８に記載のデバイ
ス。
［Ｃ１０］
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々についての前記低電力状態電流／電力消費は、
製造段階の間または初期化段階の間に確認される、Ｃ１に記載のデバイス。
［Ｃ１１］
　前記処理回路に結合され、前記複数の揮発性メモリデバイスの各々についての前記低電
力状態電流／電力消費を確認するように構成された電力管理デバイスをさらに備える、Ｃ
１に記載のデバイス。
［Ｃ１２］
　前記処理回路は、
　前記メモリデバイス間の温度ばらつきを補償することと、
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々について、それらに対応する温度に基づいて前
記低電力状態電流／電力消費を正規化することと、を行うようにさらに構成された、Ｃ１
に記載のデバイス。
［Ｃ１３］
　前記処理回路に結合された不揮発性記憶デバイスをさらに備え、前記不揮発性記憶デバ
イスは、前記複数の揮発性メモリデバイスの各々についての前記低電力状態電流／電力消
費を記憶する、Ｃ１に記載のデバイス。
［Ｃ１４］
　前記処理回路は、
　前記複数の揮発性メモリデバイスのうちの各揮発性メモリデバイス内の各メモリバンク
について低電力状態電流／電力消費を取得することと、
　メモリデバイスの前記第２のセット中の同じメモリデバイス内でデータをメモリバンク
の第１のセットからメモリバンクの第２のセットにコピーすることと、ここにおいて、メ
モリバンクの前記第２のセットは、メモリバンクの前記第１のセットよりも低い低電力状
態電流／電力消費を有する、
　メモリバンクの前記第１のセットをパワーダウン状態に置くことと、によって動的メモ
リ管理を実行するようにさらに構成された、Ｃ１に記載のデバイス。
［Ｃ１５］
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　動的メモリ管理を実行する方法であって、
　複数の揮発性メモリデバイスのうちの各揮発性メモリデバイスについて低電力状態電流
／電力消費を取得することと、
　前記揮発性メモリデバイスの第１のセットから前記揮発性メモリデバイスの第２のセッ
トにデータをコピーすることと、ここにおいて、揮発性メモリデバイスの前記第２のセッ
トは、揮発性メモリデバイスの前記第１のセットよりも低い低電力状態電流／電力消費を
有する、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第１のセットをパワーダウン状
態に置くことと
　を備える方法。
［Ｃ１６］
　ある期間にわたる非アクティブの後でいつ揮発性メモリデバイスの前記第１のセットを
前記パワーダウン状態に切り替えるかを決定することをさらに備える、Ｃ１５に記載の方
法。
［Ｃ１７］
　前記低電力状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、前
記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせる
、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１８］
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第２のセットを電力節約状態に
置くことをさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記電力節約状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、
前記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせ
る、Ｃ１８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記低電力状態電流／電力消費は、漏れ電流／電力消費と、動的電力消費とを含む、Ｃ
１５に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記メモリデバイス間の温度ばらつきを補償することと、
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々について、それらに対応する温度に基づいて前
記低電力状態電流／電力消費を正規化することと
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記揮発性メモリデバイスの前記第１のセットと、前記揮発性メモリデバイスの前記第
２のセットとは、同じメモリバスチャネルに結合された、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々の内の各メモリバンクについて低電力状態電流
／電力消費を取得することと、
　メモリデバイスの前記第２のセット中の同じメモリデバイス内でデータをメモリバンク
の第１のセットからメモリバンクの第２のセットにコピーすることと、ここにおいて、メ
モリバンクの前記第２のセットは、メモリバンクの前記第１のセットよりも低い低電力状
態電流／電力消費を有する、
　メモリバンクの前記第１のセットをパワーダウン状態に置くことと
　をさらに備える、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ２４］
　複数の揮発性メモリデバイスのうちの各揮発性メモリデバイスについて低電力状態電流
／電力消費を取得するための手段と、
　前記揮発性メモリデバイスの第１のセットから前記揮発性メモリデバイスの第２のセッ
トにデータをコピーするための手段と、ここにおいて、揮発性メモリデバイスの前記第２
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のセットは、揮発性メモリデバイスの前記第１のセットよりも低い低電力状態電流／電力
消費を有する、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第１のセットをパワーダウン状
態に置くための手段と
　を備える電子デバイス。
［Ｃ２５］
　ある期間にわたる非アクティブの後でいつ揮発性メモリデバイスの前記第１のセットを
前記パワーダウン状態に切り替えるかを決定するための手段をさらに備える、Ｃ２４に記
載のデバイス。
［Ｃ２６］
　前記低電力状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、前
記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせる
、Ｃ２４に記載のデバイス。
［Ｃ２７］
　前記処理回路は、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第２のセットを電力節約状態に
置くための手段をさらに構成された、Ｃ１に記載のデバイス。
［Ｃ２８］
　前記電力節約状態は、揮発性メモリデバイスの前記第２のセット中のデータを維持し、
前記パワーダウン状態は、揮発性メモリデバイスの前記第１のセット中のデータを失わせ
る、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ２９］
　前記メモリデバイス間の温度ばらつきを補償するための手段と、
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々について、それらに対応する温度に基づいて前
記低電力状態電流／電力消費を正規化するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２４に記載のデバイス。
［Ｃ３０］
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々の内の各メモリバンクについて低電力状態電流
／電力消費を取得するための手段と、
　メモリデバイスの前記第２のセット中の同じメモリデバイス内でデータをメモリバンク
の第１のセットからメモリバンクの第２のセットにコピーするための手段と、ここにおい
て、メモリバンクの前記第２のセットは、メモリバンクの前記第１のセットよりも低い低
電力状態電流／電力消費を有する、
　メモリバンクの前記第１のセットをパワーダウン状態に置くための手段と
　をさらに備える、Ｃ２４に記載のデバイス。
［Ｃ３１］
　命令が記憶されたプロセッサ可読記憶媒体であって、少なくとも１つのプロセッサによ
って実行されたとき、
　複数の揮発性メモリデバイスのうちの各揮発性メモリデバイスについて低電力状態電流
／電力消費を取得することと、
　前記揮発性メモリデバイスの第１のセットから前記揮発性メモリデバイスの第２のセッ
トにデータをコピーすることと、ここにおいて、揮発性メモリデバイスの前記第２のセッ
トは、揮発性メモリデバイスの前記第１のセットよりも低い低電力状態電流／電力消費を
有する、
　電力消費を低減するために揮発性メモリデバイスの前記第１のセットをパワーダウン状
態に置くことと、を前記少なくとも１つのプロセッサに行わせる、プロセッサ可読記憶媒
体。
［Ｃ３２］
　前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、
　前記メモリデバイス間の温度ばらつきを補償することと、
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　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々について、それらに対応する温度に基づいて前
記低電力状態電流／電力消費を正規化することと、を前記少なくとも１つのプロセッサに
さらに行わせる、Ｃ３１に記載の機械可読記憶媒体。
［Ｃ３３］
　前記少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、
　前記複数の揮発性メモリデバイスの各々の内の各メモリバンクについて低電力状態電流
／電力消費を取得することと、
　メモリデバイスの前記第２のセット中の同じメモリデバイス内でデータをメモリバンク
の第１のセットからメモリバンクの第２のセットにコピーすることと、ここにおいて、メ
モリバンクの前記第２のセットは、メモリバンクの前記第１のセットよりも低い低電力状
態電流／電力消費を有する、
　メモリバンクの前記第１のセットをパワーダウン状態に置くことと、を前記少なくとも
１つのプロセッサにさらに行わせる、Ｃ３１に記載の機械可読記憶媒体。
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